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(9) From “Konj akumonogatari" [Honcho] 
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Kazue Ueda，恥1ihoOtsue， Seiko Okanishi and Megumi Tsutaya 

Department 01 Textiles and Clothing Sciences， Facultyザ HomeEconomics， 

Mukogαwa Women's University， Nishinomiya 663， Japan 

We have been collecting materials for this study from the “Konjakumonogatari" . 

This book was written in the first part of the 12th century. 

The background is set in the Heian era when aristocracy ruled over Japan. 

The book vividly describes the life of the common people who suffered from heavy burdens 

of tax and tribute. 

In referrence to what is written in this book， we have attempted to examine the c10thing of 

the men in the working c1ass. 

緒言

前報の女性の場合にも述べたとおり「今昔物詩集」は，文学的側{践を高く評価されているのみならず，史料的

にもま受重であるといわれている.その理由のーっとして，同特代の日記や{也の文学作品にみられないリアノレで‘詳

細な叙述，設場人物も資族や{朗自，庶民と縞広く日常的な生活を細かく観察して描いていることが絡げられる.

今回は前報に引続き男性の衣服を主にまとめてみた.

「物語集」の中に克られる衣殻表現について

本朝 12巻 343d苦の説話を検討し衣服表現のある文fjUの一部を次の Table1にまとめた.この表に見られる

ように祭場人物の身分は索族，左大包，大納言， l'首正，正四位下，従四位下，守，もと国首J.大儀，Ji位の宮人，

下級侍，舎人，椴撲人，滋人など縞広い身分の人々が登場している.

表に示した説話のいくつかの内容を簡単に紹介すると，例えば，

23巻 18話 機織りの名手である姿が主人の大領にすばらしいりっぱな麻布の着物を着せたところ，箇司が見

て欲しくなり，その着物を取り上げてしまった.そこで立腹した妻が単身菌汚のところへ行き怪力を発怒し衣を

取り戻してきた.当時は女性が機織りをして衣服を調えていたことや美しい布は焚護なものであったことなどが

窺い知れる.

23巻 20言語 仁和寺の別当がi監禁IJぎを一蹴し，今後このような奈はしないように論し，自身の着ていた綿の浮

い衣を脱ぎその男に与えた話
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(上沼，大杖， Ft湾問，伝谷)

25宅金 7話 滋賊のg魁袴震保織が 10月ごろ着る衣服が欲しくなり少しそFに入れようと藤原保昌を主義って衣服

を去IJぎ取ろうとしたが保昌の威に打たれて伏し訓戒をされた後， J二袋詰入の衣をいただし、た.

29巻 16話 深夜，宮中より退出した史が牛車の中で‘衣服をIr見ぎきれL、に折り位んで敷物の下にかくし，盗賊

に襲われると，すでに身ぐるみ剥ぎ取られたと答え難な免れた.

29巻 9話 男を殺害し着衣や持物言ど空宇い，それを着用して漁りかかった家に一夜の衡を綴む.その家が殺さ

れた努の家で，着衣の特徴からその宿の女の疑惑を招き，捕らえられ射殺された念仏製の話.

29巻 10話 大飢銭の年で立証人は食べ物を主主め倉嫁に忍び込んだが一粒の穀物もなく飢えに耐えかねて倉隙の

中より戸を叩いて自分の所在な知らぜた.倉J!il.を聞けると 40才{立の堂々とした水子姿の男が真っ青な阪をして

引き出されてきた

29巻 19話 大赦で出獄した袴ま震が武者、を殺して衣服や武具を吉宗i ぎ取り身支度を調え{中潤 20~30 人と洛ち合

って道中仲間違の衣服や武具も問様の方法で競え装備を強化した.

2怨9巻 36話 2箆言を築い7たこ京の水銀i磁怒人が伊勢より百余頭の潟で莫大な物資を翰送中鈴鹿で

ごろ飼いf慣寅iらうした虫蜂華言をど呼1築祭してR賊成をこらしめ， ~賊成の芸諮婆喜喜e財 tまE でで、も手に入れE密z栄えた. この水銀潟は浅演の打衣に災

黒の打狩袴をえ雪，務黄色のおiiの厚い着物を三枚ほど、重ねている.

30巻 5話 離婚した裂が摂津守と再婚，失と共に任国へ行く途中難波江で主主を刈る貧しい前夫を見つけ亥れ

んで和歌を添えて衣を与える.その節夫は泥だらけ真黒な布hもちぎれた麻の挙衣，それも膝のところまでしかな

い短いものを着て，烏中~子をかぶっている

これら数例からでも当日号の人々の生活を窺L、知ることができるように思われる.

次に登場人物がどのような衣服を身につけていたか文中の衣服表現を類別lにしその設楽が用いられていた説

話をまとめた表が Table2である.

わが国で、の服1ljIJの変化は冠から衣服へと渓開し大宝元年律令の制定により衣服令が定められた その後この大:

主主体令を 昔ß修正したものが炎老徐令である.行政綴織や身分制度を確立し，税制や佼主主が~められると共に衣

服令では車問良や1fiIJfl院の区5J1jを規定し服f立をも定めている.その後，この養老律令は絡と式による補正を加えなが

ら一部は明治維新まで存続した.

このように定められた正装が来携である.この話は中国では論語公治長のi誌に「束帯してjj現に立つ」とありl:VJ

服の装いである.衣服令で決められた.ilミしい装いは冠，抱，半腎，下差是，初，単，表袴，下袴，機，石手管，魚袋，

太刀，履，拐などから成る.

うたず袋の「冠」表現のある説話を鈎べると大納言のじ室長が束帯姿で、現われた話， I1自は歌人が賀茂祭の奉幣伎を

勤め冠をえ雪けているとか，ねじけた冠をかぶる考法的や六伎の蔵人などで余り身分の上位の人fH、ないようであ

る.他の衣服表現を見ると「御衣J と表現されている説話は僧正であったり大納言(篠原道長)である.

「下製」は大納言ーが相撲人へ褒さをに与えたもの.

「初Jは紅が普通であるが随人に着せるため脊色.

「衣冠」は上皇の子の野遊に召されて参上するため衣究室に身をlEして行った歌人たち.

「政衣」親王の子がこの姿で鬼に盗み耳元られた琵琶を耳元り返しに綾城門へ行く話.イ也のi直衣姿は太政大e:，殿

上人などである.

「装束J とL、う表現は多く佼われているが左大陸の臼の装束，奪{多禁制を通達してあるのにと天泉がご立政に

なり送出を命ぜられるような左大陸の装束，史，介， {，首，身分の低い侍の旅装束，検非i裳伎の装束，舎人の装束

と中高広い身分の人たちに相応の装東として使われている.

l衣」は前百]，大納言の雪量，言葉人，大領，中，少将たち，守の甥，大学頭， l'段，受領の郎等などの衣類という

表現である.

数個所に出てくる綿のj享い衣は三枚愛ねて着用している場合もあるので「初」の綿入れのものであろうと推泌

される.
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和服の系議に認する研究

Table 1. These sentences are writting on the clothing of mens (1) 

巻 文中の表現 身分，年令，その他 衣服について

22-7 家ノ後ノ方ヨリ育鈍ノ狩衣袴着タノレ男ノ年四十余 40才位の男子 (rg道 濃い綴色の狩衣と袴
許ナノレ 弥益)，大領

グ 苦シケレノミ装束解テ寄臥給タノレニ，家主ノ男来テ 冬部の子，内舎人良門 狩衣，指焚

「御狩衣指貫ナド熔子サム」ト云フテ，取テ入ヌ の次努高藤，大納ぎを

経て内大医，正三位

23-15 本着タリヅノレ表ノ衣，指貫ニハ政{寸タノレ，章ニ深 陸奥前司，橋良日光 上衣，指貫

ク隠サセテ， 1童日吉ク間メテ，太万i繍ニ血付タリ

ケノレナド古ク洗ヒ拍メテ，表ノ衣，指貫ナド義替

テ，然、気無クテ宿処ニ入リ臥ニケリ

11 歳三十許ノ努ノ ガ，無文ノ袴ニ紛ノ洗曝 30才位の男子 無地の袴に紺の洗い

ノ襖ユ，欽冬ノ衣ノ;桧ト官ク被爆タノレヲ着テ，猪 ざらしの袷，その上
ノ逆頬ノ皮革高シタノレ太万幣シテ，鹿ノ皮ノ沓履タ に山吹色の衣 E毛皮
ノレ有リ の沓をはく

23 16 然様ナノレ所ニハ，侍共ノ四五人ヅ袴ノ括ヲ上ゲ， 六位程の下級侍 袴

喬ヲ交ミテ，太刀ヲ提，杖ヲ突ツ立主主タリケノレ.

女2支部返り入テ此白ヲ云ケレパ，季通歎キ思フ事

無限リ

23-18 其ノ女形チ柔z契ナノレ事練糸ヲ綴ノレカ、如シ.而ノレニ， 大鎮である尾張久玖利 精巧に織った手織の
此ノ女麻ノ綴授ヲ織テ，夫ノ大領ニ着タザケリ. 麻布

主主納長設直タシテ微妙薬弁無シ

23-20 者絵タリケノレ衣ノ綿摩キヲ脱テ，男ニ給テjJil.出シ 式部卿'i?;(数笑殺王) 絡の厚い衣

テケリ の御子である究報僧正

23-21 Jltノ相撲共ノ過ムト為ノレガ，皆水平装束ニテ，純 相撲人 水平の狩衣姿，烏帽

ヲ解テ押入烏帽子共ニテ，打群テ過ノレヲ，此ノ衆 子

共不安恩、テ，此ヲ不過トテ

ノY 袴ノ扶高ヤカニ上テ指進テ歩ミ寄ノレニ 相撲人 袴の裾をくくり上げ

る

23-22 中住吉十ヲ着テ仁科結テ足駄ヲ緩テ，拐杖ト云物ヲ突テ， 丹後国海恒世という 浴衣と緩帯，下駄ば

小章一人許ヲ共ニ具シテ 右近衛府方の相撲人 き

23-25 文ノ時ニ方ノ大将ニテ大納言藤原j督時，階下ヨリ 大納言藤原i常時 下獲を褒美に与える

下主任シテ下襲脱テ被テケリ

24-24 人ニモ不告シテ，繍姿ニテ只一人沓許ヲ履テ 源、博雅，際関源氏，克 E主衣姿

明親王の子

24-31 欄姿ナノレ人入来ノレ「誰ニカ有ラム」ト思テ見レパ， 伊衡少将，敏行の子， 直衣姿

伊衡ノ少将ノ来レノレ也ケリ 参議，右権中将(左中

将)左兵衛督，7flJ部郷，
正四位一F

24-56 着ケノレ賊ノ水阜ノ綻ノ絶タザケノレヲ脱テ，切懸、ヨ 高階為家事足陵が播際守 水平

リ投越シテ のころ仕えていた侍
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(上回，大紋 ， 関 西 ， 伝 谷 )

巻 文ゅの表現 身分，年令，その他 衣服について

25-5 我ハ紺ノ:襖ユ芸大冬ノ衣ヲ着テ.EIモノ行騰ニ股， 王子維茂，王子氏盛(丹波 紛の襖に山l次fちの衣

綾磁き主ヲ着テ，主E箭三十許，上指腐跨ニ主主指タノレ 守)の弟の武蔵権守護 夏毛の行践をつけ綾

故銭ヲ負テ 成の子，上総守幸在忠、の 関主主

長努

25-7 大路ニスズロニ衣ノ数着タリケノレ支ノ，指焚ナメ 摂津多間源氏の燐戚藤 指貫，狩衣めいた衣

リトJ!ユノレ袴ノ喬狭テ，衣ノ狩衣メキテナヨ，カ 原保昌

ナノレヲ者テ

26-4 指貫ノ扶ノ長ヤカデ物ニ懸タノレニ，急ト見エケレ 大学童翼藤厳明衡(敦信 指:段
パ.J!付テ訂様「我ガ委ノ女ノ言午ニ，此様ノ指:貿 の子).文章博士，従

着タノレ人ハ 四位下

26-5 舎人努，維ヲ脱テ水ニテ，息、モ絶々ニ立をワ来ノレ. 会人 維

26-16 舎人努，着タりケノレ水平ヲ脱テ 会人 水平

26-17 務綿ノ衣ニツ許，育鈍ノ指貫ノ裾壊タノレニ，肉色 藤原基緩(時の関白) 薄い綿入 2枚.t旨:皮
/狩衣/清少シ務タノレヲ着テ，下/袴モ着ズ に仕える五伎の侍 狩衣

26-18 被主義ノ:袴着タノレ男打臥タリ 盗人 被i設の袴

λy 年五十許ナノレ男/怖シ気ナノレガ，水平装束シテ 海人 水平

27-2 腕見遊セ絵ケノレユ， 日ノ装束i貰シグシタノレ人ノ大 友大尽源協! 見1千誇
刀帯テ努耳元，畏リテ，二関許去キテ居タリケノレヲ

27-11 家へ出ケノレニ，門ユ赤キ表ノ衣ヲ着，究室シタノレ人 伴大納言幸喜一雄，五位の 砲
ノ，緩ク気高タ怖シ気ナノレ，指合タリ 官人

27-24 物ノ iê ョワ臨パ，~摺ノ水平袴着タノレ男ノ笠頚ニ ままく身分の低い侍 水平袴

懸タノレ，門ノ外ニ立テ臨P

27-30 夜半許ニ塗箆ノ戸ヲ細白ニ関テ禁ヨザ長五寸許ナ ヨ王位の官人 東帯
ノレ五位共ノ， 日ノ装束シタノレガ，馬ニ粂テ

27-31 夜明ノ月ノ穣テ明キニ，不絡キ庭ョヲ浅爽上下着 d耳Z司込 浅黄色の被

タノレ翁ノ，王子ニ口掻タノレ文挟ニ文ヲ指テ

28-2 下簾ヲ王監テ，此/三人ノ兵，賎ノ紺ノ水干袴ナド 然{立の宮人 紺色の水千袴

ヲ着乍ヲ乗ヌ

28-3 此ノ五人ハ兼テ続ヨリ廻シ文ヲ以テ可参キEEI被催 歌人 衣冠

タリケレバ，皆衣冠シテ参テノレ也

ノア 此ノ歌読ノ陵ノ未ニ烏綿子キタノレ翁ノ，了染ノ狩 歌人 狩衣袴

衣袴ノ賎気ナノレヲ着タノレ，来テ座ニ着ヌ

28-4 有ト有ノレ殿上人此五節所ヲ恐サムトテ，皆紐ヲ解 殿上人 総(i直衣)

テ欄表衣ヲ税下テ.Ji節所ノ前ニ立主主テ

28-12 内ヨリ人々共ニ上告テ遊ユ行F事ナム有ノレニ，烏帽 殿上人 狩衣，烏帽子

子ト狩衣ト取テ遊セヨ

-112一



和服の系譜に関する研究

巻 文中の表現 身分，年令，その他 衣服について

28-15 講師，青色ノ織物ノ痘蚕ヲ着テ，柑子色ナノレ紬ノ~富子ヲシ 80才近い僧官 青色の織物の

テ，口ノ方ニ少居ザリ出 蔵委

28-16 着タノレ装束ヲ皆粘テ，車/，畿ノ下ニ底ク援テ，其ノ上ュ畿 太政官の第四等官 衣冠，襟

ヲ敷テ，史ハ冠ヲシ機ヲ駿テ，裸ニ成テ率ノ内ニ農タリ

28-21 堀川ノ中将，瀦姿ニテ形ノ、光ノレ様ナノレ人ノ愛敬ハ泥ニ泥テ 堀)11の中将 繍(直衣)

…鞠ノナヨ Lカニ微妙キ裾ヨリ驚キ出掛ヲシタリ.指貫モ 青色の指貫

青キ色ノ;指貫ヲ義タリ

1; |随身四人ニ時キ狩衣袴，袷ヲ着セタリ 小随人 青色の狩衣

袴，柏

28-32 実ュ何ニ可咲カリケム，五位許ノ者ノ，昼中ニ大路ヲ歩ニ 五佼の官人 指寅
テ，口ナノレ者ノ，指貫ノ喬取テ税タキテ，七八町走ケムハ

28-35 殿上人ハ微妙キ欄姿ユテ，王手ニ乗リ烈テ，集会ノ所ョリ渡 殿上人 翻(護衣)
ヌ

28… 3~ 紺オ水卒ニ白キ維ヲ者テ，夏毛ノ行騰ノ墨付キ自ク色赤キ 東国の者 紛の水平，白

ヲ綾タり い維

28-40 年極ク老タノレ翁ノ，雌ニにやヲ絡ヒテ平足駄ヲ履テ，杖ヲ突 翁 維

テ出来テ

28-41 前翫共火ヲ打振ツ，見ノレニ，口ニ表ノ衣着タノレミ者ノ髪ヲ放 大学の学生 被

テ暦タレバ

29-1 上ノ判官自ト伝ケノレ人，冠ニテ青色ノ表ノ衣ヲー者テ，調度 六位の蔵人 青色の被

負テ

29-3 暫底タノレ程ニ"'きキ馬ニ尋常ノ i鞍霞テ，水卒装束ナノレ雑色 雑色 水干

三人許，舎人ト具シテ将来タリ

29-4 紅ノ衣ニ蘇芳染ノ水皐ノ震ネタノレ袖口/差出タレパ…髪ヲ 近江の豪族 車工の衣蘇芳

バ後様ニ結テ，烏帽子モセヌ者ノ 染の水子

29…9 此ノ法師ニ向テ見ノレニ，法的ノ着タノレ衣ノ 法的 布衣

29-10 蔵ヲ開サセテ見レパ，年四十許ナノレ男ノ糸織ラカナノレガ， 40才{立の男子 水子装束

水亭装束直クシタノレガ

29-13 暫許=釘テ天井ヨリ侍際ノ表ノ水卒装束ナノレヲ織へテヲII:l:lシ 従者 水平装束

テ将来タリ

29-17 年八十許ナノレ老法師ノ極気ナノレガ、長高キ，賊気ナノレ布衣ヲ 80才{立の老法部 布衣
腰ニ巻テ，差喬りテ死テ臥セザ

λy 而ノレ閤，年三十許ナノレ男二人，権鈍色ノ水竿ニ縫淡ノ袴着 30才位の男 務鼠色の水平
タノレカ、袴ノ喬取テ高ク交ミテ，前ニ大キナノレ刀現ニ差、ンテ 袴

29-19 然テ其ノ水皐袴ヲ曳jjZlJテ打務テ，弓胡録ヲ取テ掻魚テ 武士 水平袴
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(上回，大紋，関西，伝谷)

巻 文中の表現 身分，王手令， その他 衣服について

29…22 僧ノ鈍色/衣ーツヲ借テ，女ノ議ハ僚ノ紬ノ衣ヲ傍若テ {曽

29-36 水銀商ノ、浅黄ノ打衣ニ脊蒸ノ打狩袴ヲ若テ，線色ノ衣ノ綿 水銀簡 打衣，打狩袴

熔ラカナノレ三ツ許ヲ着テ，菅笠ヲ着テ 綿の着物三枚

30-5 土ユ機テタ泉ナノレ袖モ無キ麻布ノ雌ノl総本ナノレヲ着タリ， 下人 麻の~佐
帽子ノ様ナノレ烏綿子ヲ被テ

30-7 垣ノ有傍ニ少将ノ狩衣ノ神ノ限リ懸リタリ 右近少将(右近衛府の 狩衣

次官)

31-2 務僧ハ間色ヲ調テ，百{首ヲ詩ジタリ.大山寺三井寺ノ比奈 {滋侶 間色の法衣

無キ名{診ヲ皆尽シタリ.

31-5 行クl待ニハ垂髪ニテ，栗毛ナノレ禁鳥ヲ乗物ニシテ，表ノ袴， 大践の最下(下級主義記 三菱の袴， 拍，

拍襟ナドニハ布ヲナムシタザケノレ 官)宗凋高助 機

か 我ガ娘ノガニ行ク時ユハ，綾ノ繍ニ総溺染ノ織物ノ指貫ヲ 11 綾の鶴，えび

務テ，車工ノ出シ約ヲシテ，蒸ヲ燦シメテ行ケザ 色の織物の指

焚，狛

31…6 漸ク事成ラムト為ノレ程ニ，見レパ，浅黄j二下潜タノレ翁出来 刀禰 浅策の上下
7司，

31-12 「何者ゾ」ト見逃テ見レパ，烏帽子折テ結タノレ男共/，自 白い水平袴

キ水子袴着タノレ 烏i関子を折っ

てか~る



和服の系譜に関する研究

Table 2. These clothes are writting in the story 

冠 23巻 21話 26-1327…11 28-6 28-16 28-26 28-35 28-41 29-1 

老懸 28-35 

椴子 28-15 

烏縮予 23-20 23-21 26…8 28-3 28-12 28-43 30-5 31 12 

主主 25-5 26-8 26-22 28-37 29-17 29…36 

御衣 23-2024-53 

衣責主 28-3 

装束(男) 27 -2 27 -30 22-7 22-8 25 -12 26-5 26-8 26-17 26-18 26…2227-25 28-3 28-12 

28-1628-21 28-3228-35 29-15 29-25 30-1 31-2 

装束(女) 24-3 24-31 26…8 31-5 

下襲 23-25 

初(男) 27-21 

初(女) 24-627-38 30…1 31-5 

衣(男) 23-15 23-18 23-19 23-20 23-25 25-5 25-7 26-4 26…826-17 26-1827-11 28-12 

28-41 28-4229-1 29-2229-2829-3630-5 

衣(女) 22…7 23-1623-2424-824-4926-527-13 27-2027-31 29-829-1829-2229-23 

29-3630-1 30-631-5 31-7 31-8 

繍(直衣) 24-24 28-21 28-35 31…5 

唐衣，裳 24-31 31-6 

着物(男) 23-1828-529-21 29-23 29-28 29…36 

着物(女) 29-22 29-28 

狩衣 22…7 25-7 26-17 28-12 30-7 

布衣 29-9 29-17 

襖(男) 23-15 24-1 25-5 

襖(女) 25-5 26-17 31-5 

水平 23-21 26-1626-18 28-37 29-1029-13 29-17 

産主義 26-17 28-15 

上下 26-8 27-5 27-31 31-6 

雌 23-2226-5 28-37 28-40 30-5 

単ヨ交 24-727-427-13 30-131-8 

上着 28-1 

納長 24-3 

汗杉 24…3 31-5 

法服 26-22 

怒、衣 26-22 

1守衣袴 22-7 23-25 26-8 28-3 28-21 

打狩袴 26-36 

水平袴 27-2427-25 28-229-1931-12 

袴(努) 23 1423-15 23-1623-21 26-1626-17 26-18 27-2427-2628-5 28-928-35 

29-15 29-17 31-5 

袴(女) 22-7 24-7 24-8 24-31 27-13 29-8 29-22 30-1 31-7 

指貫 22-7 23-15 25-7 26-4 26-17 21-21 28-32 31-5 

帯 26-12 26-17 
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まとめ

「今昔は当時の社会の風俗をJ?"公衆の思想念察するに2重大な価値を存する・J と評されているが，主審が機織

りをし家族の衣類を調えたり，大飢餓で倉庫に食べ物を滋もうと入ったがその倉庫もやはりさ芝であったことや，

追剥ぎ，盗賊の説話の多いことなどより治安が悪く人口の圧倒的多数を占める被支配j習である良民の苦しい生活

ぶりが推測される.

衣服としては 30巻 5話のような袖もちぎれた麻の膝丈伎の単衣を務用して寒さや空腹にも絶え，認や腐を納

めるために体を壊してまで働く人々.その衣服の使用布盤は宮人や下働きのものに支給させていた布殺では挙の

布抱は長さ l丈 6尺 (474cm)，綴 2尺4寸 (74cm ) ，袷は単の倍の分震が支給されていた 材質は絡(あしぎ

ぬ)であったであろうが，この説話の登場人物が着用していたものは，苧麻(からむし)のようである.

しかし 28巻の登場人物である親王の子や中将，歌人たちの多くは家居の斑衣姿で登場する.直衣(単)のみ

で使用布長さ約 1650cm，幅約 45cm，半管で長さ約 980cm，制約 900cm，指貫 855cmとその使用布盆の大差や何

枚も重ね着をしていた上，綿入れのヨ交を綴械に与えたり，下擦を褒美に取らせるなど，あの時代の食EZの幾は我

々が普通に想像する域外であろう.

物語の中でも五位と六伎の差は歴然としているが， 10世紀以降律令制の封禄に依拠することが図難になった

下級官人たちは，売伎や苑1ぎを行ない，飢餓や疫病などと人々は不安な日々を送ることとなる.このように不安

なt陵情には物語集にも多く出てくる御霊の信仰が行なわれ，菅原道家主どまっる北野神社が建立された.また祇闘

祭も 10世紀に疫宇中送りの行事から出発し現在に三さっている.これらはし、わゆる庶民の生活不安や，信仰心から

出たものであろうが向じ壌，藤原道長の子頼通が宇治の~Ij荘をミ普段として平等院鳳鳳き設な完成させている.

私たちは今までこの少数焚族の人たちの燦史には触れてきたが，その表簡に出ない部分を支えている多くの被

支配階級腐の人たちは「尾張関解文J にあるように国司が田租を段~IJ 1斗 5升と決められているのに， 30:1-6チト

に引き上げ徴収したり，調の絹も当属産の上質のものは私用に使い，他国から粗怒な糸を畏い中央に賞逃してい

るなど訴えているが被支配者である彼らは衣生活の簡でも素材の怒さ使用布設のダなさなど，その生活状態を知

る史料のーっとしてl1JJ二穏良の祭窮問答歌と共にこの今昔物詩集はやはり焚重な説話集であると思われる.
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